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自分らしさを探す方法は、「ソース」

をはじめ、さまざまなプログラムがあ

ります。 

 

でも、最近つくづく感じていることは、

どんなに自分らしさを見つけても、自

分がそれを受け入れなければ、発揮

することはできないということです。 

 

たとえば、「あなたは、やさしいひと

ですね」と言われても、「そんなこと

ありません」って言っちゃえば終わり

です。そういうことです。 

 

ひとは、自分を生きる以外はできま

せん。だから、何をしても、本当は、

「自分らしい」のです。 

 

ただ、私がいつも書いている「自分ら

しく生きる」とは、それを楽しんでいる

かどうか、です。あるいは、それを好

きでいるかどうか、です。 

 

こんなことがありました。流暢な話し

かたができないので、「自分は話す

のが苦手」と感じているひとがいまし

た。たしかにそのひとは、ぺらぺらお

しゃべりするタイプではありません。 

 

でも、まわりから見ると、そのひとは、

とても落ち着いた、おだやかさをもっ

ているのです。そのひとが、しゃべる

と、とても説得力があって、まわりの

ひとは安心するのです。 

 

そのことがわかったとき、そのひとは、

自分は、「話すのが苦手」なのでは

なく、「落ち着いてしゃべる」タイプな

のだということを、受け入れることが

できました。無理に、はきはきとしゃ

べらなくてもいいのだと思ったとたん、

話すことが苦でなくなりました。 

 

そのひと自身は、最初から何も変わ

っていないのです。ただ、「自分らし

さ」をみとめて、受け入れただけ。受

け入れることで、もともとの「自分らし

さ」が、より発揮できるようになったの

です。 

 

もともと「ある」ことを、みとめる。もっと

言えば、肯定的にみとめるということ。

これって、結局、「自分にマルをあげ

る」っていうことなんですね。 

 

あなたは、あなたのままで、あなたら

しい。あなたは、あなた以外の誰に

もなることはできない。あなたのまま

でいいのです。大切なことは、その、

あるがままの自分をみとめること。 

 

さっきの例にあげたひとが、「はきは

きしゃべれない自分」なのではなく、

「落ち着いてしゃべる自分」なのだと

受け入れたように、あなたは、いまの

あなたのよさ（魅力）を、きちんと見る

必要があるのです。それを肯定的に

受け入れる（マルをあげる）必要があ

るのです。 

 

「見つめたものが拡大する」これは宇

宙の法則であり、脳の仕組みでもあ

ります。 

 

「自分らしさ」は、どこか、外からやっ

てくるのではなく、すべて、自分の内

がわにあるのです。ただそれを、み

とめてあげるだけでいいのです。 

 

そしてね。自分のことを受け入れるこ

とができるようになると、自然に、ひと

のことが気にならなくなりますよ。自

分は自分、ひとはひと、どちらもみと

められるようになりますよ。 

 

宇宙の法則、脳の仕組みにさからお

うなんて考えず（笑）、どうぞ、すっき

り、みとめてあげてくださいね。あな

た自身の幸福のために！ 
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